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はじめに
　　　　　　　千葉大学医学部附属病院 本多　正幸（ほんだ　まさゆき）

ETLプロセスの概要
　　　　　　　SDMコンソーシアム 鈴木　英夫（すずき　ひでお）

ETL開発の実際
　　　　　　　熊本大学病院 山ノ内　祥訓（やまのうち　よしのり）

PHRデータ利活用事始め（Apple Healthcareからのデータ取得と医療情報との連携）
　　　　　　　東京医科歯科大学 内村　祐之（うちむら　ゆうじ）　

病院内のデータマネジメント・利活用を目的としたETLの実績と考察
　　　　　　　蒲郡市民病院 飯田　征昌（いいだ　まさよし）

資料
https://sdm-c.org/report.html
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演題名：　ETLプロセスの概要

筆頭演者名：　鈴木　英夫
　

私が発表する今回の演題について開示すべきＣＯＩはありません。
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•二次利用におけるETL
•ETLの位置づけ
•ETL開発の事前チェック項目

•ETL開発プロセス
•設計

•テーブルマッピング
•抽出条件
•エンティティ・マッピング

•開発
•オフィスツールの利用
•専用ツールの利用
•プログラム開発

•ETL開発プロセス（続き）
•テスト

•テストデータによる単体テスト
•タスク実行による統合テスト
•実環境による負荷テスト

•検証
•設計との比較
•抽出元との比較

•データ移行
•移行方法

•運用・保守
•管理ソフト
•問題対応
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抽出元からのデータ取得方法
• データベースとの接続　（RDB、DWH、VIEW）
• オフライン接続（CSV、XML、JSON）
• PUSH方式、PULL方式、非同期、手動

•データ定義書
• テーブル定義、ER図
• 守秘契約
• 費用

•システム要件
• インフラ　（仮想、物理、DBサーバ、アプリサーバ）
• DB　　　（商用DB、オープンソース）
• ネットワーク　（共用、専用）

•体制
• 要求元担当（打ち合わせ、ベンダー間調整、院内調整、入退室管理）
• 抽出元担当（開発、Q＆A）
• ETL開発担当（課題管理、作業報告）
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ETLの開発プロセス
①設計：（テーブルマッピング）（抽出条件）（エンティティマッピング）
②開発：（オフィスツールの利用）（専用ツールの利用）（プログラム開発）
③テスト：（テストデータによる単体テスト）（タスク実行による統合テスト）（実環境による負荷テスト）
④検証：（設計との比較）（抽出元との比較）（修正）
⑤データ移行：（移行方法）
⑥運用・保守：（管理ソフト）（問題対応）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
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テーブルマッピング
　抽出元と登録先のテーブル間の対応付け
　（例）　抽出元：処方オーダ　→　登録先：処方オーダ

抽出条件
　抽出元テーブルのレコード（行）単位と登録先のレコード（行）単位の関係
　（例）　処方：同一オーダ、RP、薬品の用法単位　→　薬品単位

リレーショナルデータベース（RDB）は、最も普及しているDBで
市場占有率７０％を越えているので、RDB直接接続を前提とする

①設計

③テスト

②開発

④検証

⑥運用・保守

⑤データ移行

エンティティ・マッピング
　　抽出元テーブルのエンティティと登録先テーブルのエンティティの対応付け
　（例）　RP番号　→　RP_ID

RDBの用語
スキーマ、SQL、キー、インデックス
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オフィス、BIツール
　MS ACCESS、MS EXCELなどの組み合わせ
　BIツールに組み込まれているETL機能

専用ツール（商用）
　ETL専用ツール：DataSpiderなど
　　設計、実行、スケジューラなどオールインワン

①設計

③テスト

②開発

④検証

⑥運用・保守

⑤データ移行

プログラム開発
　　.NET (C#,VB,F#)、Java、Pythonなど

出典：大塚商会HP

OR

OR

推奨構成（低コスト）
DBサーバー：Linux
アプリサーバー：Windows
DB：PostgreSQL
言語：Python
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単体テスト
　登録先テーブル単位のETLでのテスト

統合テスト
　登録先全テーブルETLタスクでのテスト

①設計

③テスト

②開発

④検証

⑥運用・保守

⑤データ移行

負荷テスト
　　タスクスケジューラによる日次テスト
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設計との比較
　登録先テーブルのマッピングされている項目にデータが入っているか
　抽出元と登録先の同一項目（マッピングされている項目）に同じ値が入っているか

抽出元との比較
　一定期間（例：１年）の抽出元、登録先の重複なし患者数が合っているか
　合っていない場合、その原因を調べる
（延べ患者数（レコード件数）は、ETL設計上合わないことがあるため）

①設計

③テスト

②開発

④検証

⑥運用・保守

⑤データ移行

修正
　　設計との不一致や、マッピングミスなどの修正を行い、単体テストを行う

検証は、SQLで行っても良いが、BIツールを
用いる方が効率が良い
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過去から現在（昇順）の移行
　同一項目が上書きされる場合（患者プロファイルなど）降順で移行すると最新のデータ
を取得できない場合があるため
　日時は、発生日でINDEXが付与されている項目を選択する

レコードの昇順での移行
　DBが生成するレコードIDがある場合は、並べ替えが不要なため、高速に抽出できる

①設計

③テスト

②開発

④検証

⑥運用・保守

⑤データ移行

ID順での移行
　　患者IDなど、必須項目かつプライマリキーとなっている場合、ID単位でかつ昇順に移
行すると高速に移行可能となる

SQLのGROUP BYやORDER BYは、抽
出の処理時間がかかるため可能な限り移行
には用いない

OR

OR
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管理ソフト
　ETL処理のログを管理するソフトを作成する。通常のログおよびエラーログを分けることに
より、ユーザーは正常かどうかの判断が可能となる

問題検知
　正常処理のログが記録されていない場合、およびエラーログが記録された場合に、開発
元に連絡する

①設計

③テスト

②開発

④検証

⑥運用・保守

⑤データ移行

問題対応
　　問題に対する対応が指示された場合、指示通りに実行し、問題発生日から、ETLの
再実行を行う

指示に登録済みのデータの一部を消去する
内容がある場合、実行中のETLを停止すべ
きかどうかも確認する
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WHEN　絞り込みに用いるキー

WHERE　物理的な場所

WHERE　論理的な組織

WHO　レコードの責任者

FOR　WHOM　誰に対して

WHO　レコードの記録者

WHO　行為のチーム

最新レコードの特定情報

V1.12より追加した共通項目
承認者 Autholizer
開始時刻  BEGIN

終了時刻 END
所要時間 DURATION
検索日 QUERY_DATE

患者IDではなく匿名化ID（他DWHは患者ID)
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検査系テーブル（１5）
SDM_BLOOD（血液）
SDM_BIOCHEMICAL（生化学）
SDM_TUMOR_MARKER（腫瘍マーカー）
SDM_IMMUNITY_SERUM（免疫・血清）
SDM_HORMONE（内分泌・ホルモン）
SDM_URINE_EXCRETA（尿・便）
SDM_SAMPLE(検体検査オーダー単位）
SDM_LAB（検体検査項目単位）
SDM_BACTERIA（細菌）
SDM_SENSITIVITY（感受性検査）
SDM_PATHOLOGY（病理）
SDM_PHYSIOLOGICAL（生理）
SDM_RADIOLOGY（放射線）
SDM_RI（核医学）
SDM_ENDOSCOPE（内視鏡）

治療系テーブル（１０）
SDM_PRESCRIBE（処方）
SDM_INJECTION（注射）
SDM_REGIMEN（レジメン）
SDM_RAD_TRPY（放射線治療）
SDM_OPE（手術）
SDM_REHABILI（リハビリ）
SDM_DIALYSIS（透析）
SDM_BLOOD_TRANS（輸血）
SDM_GUIDANCE（指導）
SDM_TREATMENT（処置）

臨床情報系テーブル（11）
SDM_DIAGNOSIS（診断）
SDM_SOAP（カルテ記載）
SDM_SUBJECT　（主訴）
SDM_COMMUNICATION（ムンテラ）
SDM_SUMMARY（サマリー）
SDM_CP_PLAN（パス適応）
SDM_CP_VARIANCE（パスバリアンス）
SDM_CP_EVALUATION（パス評価）
SDM_INCIDENT（インシデント）
SDM_EMERGENCY（救急）
SDM_STATUS（患者状態）

看護系テーブル（８）
SDM_NS_DIARY（病棟日誌）
SDM_VITAL（生体情報）
SDM_NS_PROGRESS（経過記録）
SDM_NS_RECORD（経時記録）
SDM_NS_PROCESS（看護過程）
SDM_NS_PROFILE（看護プロフィル）
SDM_NS_CONFIRM（看護指示受け）
SDM_NS_CARE（看護必要度）

メタテーブル（9）
SDM_MANAGEMENT（管理用）
SDM_KEYS（電子キー）
SDM_INDEX（インデックス）
SDM_ORDER（オーダー）
SDM_REPORT（レポート）
SDM_REPORT_STATUS（確認）
SDM_CALENDAR（カレンダー）
SDM_MATERIAL（材料）

個人情報系テーブル（１2）
SDM_PERSONAL（個人情報）
SDM_PROFILE（プロフィール）
SDM_SOMATOMETRY（測定）
SDM_ALLERGY（アレルギー）
SDM_ALLERGY_RAW（アレルギー項目別）
SDM_INFECTION（感染症）
SDM_HISTORY（病歴）
SDM_RESERVATION（予約）
SDM_REFERRAL（紹介）
SDM_ADDMISSION（入退院）
SDM_DOCUMENT（文書）
SDM_TRANSFER（転科転棟転床）

個人情報を集約

その他
医事系：26テーブル
精神科：2テーブル

SDM共通項目
48項目
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• 電子カルテなどのほとんどはイベントベースのテーブルであり、複数のテーブルを結合する際、同一日が存在しな
いため結合できないことがあるため、投薬何日目から効果があったかを知ることが難しい

• SDM_CALENDARは、入院から退院までの毎日、必ず相対日が記録されるため、すべてのイベントが、入院
何日目か、手術何日目かを知ることが出来る

SDM_CALENDAR（入院から退院まで毎日レコードを生成）
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コミュニケーション 渉外活動 広報活動

研究・教育・研修

SDM規格管理

イベント企画 スキル育成 運営・事務管理

SDMコンソーシアム・プロファイル
https://sdm-c.org/profile.html
第９期　役員（１０名）賛助会員：（１３社）
理事会、運営委員会、広報委員会、品質向上委員会

定義書


